
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：青森県将来交通需要推計調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：青森県 

 

 

 ３ 調査圏域：青森県全域 

 

 

 ４ 調査期間：令和元年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本県の都市計画道路見直しガイドラインでは、概ね１０年ごとに都市計画道路

を見直すこととしている。Ｒ２年は前回の見直しから１０年目にあたる。 

本調査は都市計画道路見直しのための定量的データを得るため、想定する都市

計画道路網に対し推計される交通量を配分し、将来必要な都市計画道路網を明ら

かにするものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：青森県将来交通需要推計調査 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

第１章 業務概要 

１．１ 業務名称 

１．２ 業務目的 

１．３ 業務場所 

１．４ 業務内容 

１．５ 発注者 

１．６ 受注者 

１．７ 履行期間 

１．８ 履行地域 

１．９ 業務フロー 

第２章 交通量推計手法 

 ２．１ 交通量推計手法 

第３章 現況交通量推計 

 ３．１ 現況ネットワークデータ作成 

 ３．２ 現況ＯＤ表作成 

 ３．３ 現況交通量配分 

第４章 将来交通量推計 

 ４．１ 将来ネットワークデータ作成 

 ４．２ 将来ＯＤ表作成 

 ４．３ 将来交通量配分 

第５章 交通解析 

 ５．１ 解析の考え方 

 ５．２ 解析結果 

 

資料編 

 ゾーン図 

 市町村別 交通量推計結果 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 体制はとっていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 委員会を設置していない 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本県が予定する平成 31 年度から都市計画道路の見直しのため、想定する都市計画道路網に

対し推計される将来交通量を配分し、将来必要な都市計画道路網を明らかにすることで、都市

計画道路直しのための定量的データを得るものである。 

 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

別紙のとおり 


